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鑑 定 評 価 等 業 務 の 適 正 な 実 施 の 確 保 に つ い て 
―いわゆる「かんぽの宿」に係る行政処分への対応―  

 
 
 
 謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。 

 さて、平成 23年 8月 26日付けで「不動産の鑑定評価に関する法律」第 40条第２項及び

第 41条の規定に基づき、不動産鑑定士、不動産鑑定業者に対して行政処分が行われ、同日

付けで国土交通省土地・建設産業局長から本会会長宛に「鑑定評価等業務の適正な実施の

確保について」（以下、「国土交通省通知」という）が発出されました。 

この度の行政処分は、これまでに類を見ない大量の処分であり、社会的な注目度の大き

さからも、不動産鑑定評価制度に対する社会的な信頼を揺るがす懼れがある重大なものと

認識しております。 

会員が行政処分を受けたという事実並びに｢国土交通省通知｣を真摯に受け止め、不動産

鑑定評価制度の存続をおびやかしかねない重大な問題として捉え、別紙のとおり、再発防

止に万全の覚悟で臨むべく、対応策を講じることといたしました。 

つきましては、会員各位におかれましても、｢国土交通省通知｣に掲げられている事項の

厳守、励行とともに、本会の対応策につきまして十分なご理解、ご協力を強く求める次第

です。 
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別 紙 
 

平成 23年 8月 26日 

 

本会としての再発防止策 
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今回の行政処分及び「国土交通省通知」を踏まえ、本会では、次のとおり、再発防止に

向けて対策を講じることとしております。 

なお、本件については、綱紀委員会に対して懲戒の調査命令を発しており、十分な手順

を尽くしつつも、迅速な対応を要請し、厳正かつ公正な結論を求めているところです。 

 

 

 

１．鑑定評価監視委員会（仮称）を設置し、そこで依頼者プレッシャー通報制度の運用、 

価格等調査ガイドラインの実施状況の検査等を行うこととします。  

同監視委員会の構成にあたっては、弁護士、公認会計士及び学識経験者を加え、第 

三者の視点による透明性、客観性を担保します。 

 

２．不動産鑑定士としての倫理の徹底を図るため、定期的に義務的研修を実施します。 

 

３．本会の各種指針類（実務指針、業務指針、留意事項等）について、早急に点検作業を 

実施し、その結果を踏まえ必要な改正を行います。 

 

 

 報告 
上記対策の対応状況等については、本年中に報告をいたします。 

 

以  上 




